
　重点目標一覧表（中間報告調書）

【平成２６年度重点目標】

重点目標
期限・数値目標等

①10年間の財源計画と事業計画のﾛｰﾘﾝｸﾞ実施

②

・民間委託化に向けた行程表作成

・委託部門の計画策定及び委託化に向け

　た行程表作成

③

・99％

・96％

④平成28年度統合に向けての検討

⑤研究会での方向性検討

重点目標
期限・数値目標等

①関係機関との合意形成

②上本入第2配水池加圧ポンプ設置

③

・クリプトスポリジウム11箇所・34検体

・浄水場原水-12回・浄水-4回/年、湧水

　水源2回/年

・上水道-流量計(2)設置

  簡易水道-伝送装置(2)、水位計・残塩計

　・流量計(各1)設置

④管路網解析システムへのデータ入力完了

⑤有収率84％

　鉛給水管の布設替752箇所

重点目標
期限・数値目標等

①Ｌ＝6.68㎞

②年度末までに策定

③

・ＰＡＣ注入設備更新

・傾斜板・ＰＨ計・残塩計・濁度計等更新

重点目標
期限・数値目標等

①1.6㎞

②財産処分調査の実施（3地区）

③

・年度末までに実施

・水処理設備及び電気設備更新

④新規接続戸数500戸

重点目標
期限・数値目標等

①小水力発電設備導入

②改良土化　600㎥

市長指示事項

②水源改修・改良 ②上本入第2配水池加圧ポンプ設置に向けた設計業務委託発注済

　・現年度分下水道負担金・分担金 ・61.20％(9月末)

⑤県企業局主催の水道事業運営研究会（仮称）での方向性研究 ⑤研究会に参加(２回）

・民間委託化については、前進するよう鋭意取り組むこと。・施設の長寿命化については、計画的に進めること。小水力発電設備については、導入に向け計画的に進めること。

・セシウム134及び137の検査 ・浄水場原水-6回（30検体）・浄水-2回（10検体）、湧水　水源1回（19検体）検査済

④水洗化の促進 ④新規接続戸数462戸（9月末）

５

循環型社会の形成に向けた資源の有効活用の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①再生可能エネルギーの活用 ①工事発注済

②浄水場堆積物を改良土として有効活用 ②改良土化　107.5㎥実施

③長寿命化事業の実施 ③

・4処理場の実施設計 ・4処理場の実施設計業務を発注済

４

下水道施設の計画的な維持・更新
具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①下水道未整備箇所の管渠工事推進 ①工事延長Ｌ＝1.4ｋｍでＬ＝0.8ｋｍは施工中、Ｌ＝0.6ｋｍは竣工

②農業集落排水の公共下水道への統合事業推進 ②公共下水道への接続に当たり、流量やルート検討など具体的な調査を発注済

・菅平浄化センターの設備更新 ・水処理設備及び電気設備更新工事発注済

・腰越浄水場の設備更新 ・発注に向け準備中

　鉛給水管の布設替631箇所発注済

③浄水場の施設及び設備更新 ③

・鹿教湯浄水場の設備更新 ・発注に向け準備中

３

上水道ライフラインの計画的な維持・更新
具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①上水道管路耐震化 ①L=3.2ｋｍ発注済

②上水道施設アセットマネジメント策定 ②業務施行中

③水源水質検査の強化体制継続　 ③

・湧水水源の水質検査 ・クリプトスポリジウム　11個所 19検体検査済

④管路網解析による給水区域の見直しとバックアップ体制整備 ④データ入力中

・水質等自動検査設備設置 ・上水道-流量計(2箇所)発注予定

２

上水道事業と簡易水道事業の統合、安全でおいしい水の安定供給
具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①真田地区の簡易水道を上水道へ統合 ①東御市、財産組合、大日向自治会（水利権）と合意済。他の機関とは協議継続中

　簡易水道-伝送装置(2箇所)、水位計・残塩計、流量計(各1箇所)発注予定

⑤有収率の向上及び鉛給水管の布設替 ⑤有収率83.5％（9月末）

担当部局名 上下水道局

　・現年度分水道料金・下水道使用料 ・98.11％(9月末)

②民間委託化の検討 ②

　・上下水道料金徴収・窓口業務の包括的民間委託化の推進 ・行程表は作成済。行程表に沿い、予算計上の準備を進めている。

　・浄水場施設維持管理業務の民間委託化の検討 ・業者ヒアリング、近隣市への視察実施、 委託化へ向けての概算費用算出中１

経営効率化の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①経営方針に基づく事業計画の推進 ①各課で事業計画を策定中。それをもとに平成27年度予算編成を行う。

③収納率の向上 ③

④公共下水道事業会計と農業集落排水事業会計の統合検討 ④会計基準の見直しに伴い、統合の必要性も含めて検討中


